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今
年
は
、猛
暑
で
始
ま
り
水
害・

台
風・
地
震
と
た
び
重
な
る
天
災

に
見
舞
わ
れ
、
日
本
全
国
に
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
須
恵
町
で

も
７
月
５
日
か
ら
７
日
に
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
数
地
区
で
避
難
所
の

開
設
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
大
き

な
災
害
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
後
の
大
き
な
教
訓
と
な
り
、

こ
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
生

か
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
町
長
も
６
月
議
会
で
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
目
指
す
と
表
明
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
最
後
の
年

に
こ
れ
だ
け
の
天
災
が
起
き
た
こ

と
に
心
し
て
、
自
分
の
命
を
守
る

た
め
に
、
日
頃
よ
り
ど
こ
に
逃
げ

れ
ば
安
全
か
を
常
に
考
え
て
お
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
も
、
今
後
各
地
区
で
災
害

対
策
が
と
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
各
人
が
参
加
を
し
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

 

三
⻆
　
栄
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編
集
後
記

発行責任者

広報特別委員会

議　　長：三⻆　良人

委 員 長：今村　桂子
副委員長：白水　勝元
委　　員：合屋　伸好
委　　員：三⻆　栄重

時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…
須恵町の大切な宝物をご紹介します。

【沿革】
　当館は故・久我五千男（くが いちお）氏の私設美術
館、「久我美術研究展示館」として、昭和54年（1979
年）５月に竣工しました。
　美しい湧き水があり、須恵焼の収集を行っていた
ことなどの条件が立地の決めてとなりました。
　久我氏は昭和59年に急逝され、ご遺族のご厚意に
より、敷地・建物・記念資料を須恵町に寄贈していた
だきました。昭和61年８月に「須恵町立美術センター
久我記念館」と改称して現在に至っています。

【収蔵品】
　須恵焼： ２階に常設展示されています。江戸時代

から明治にかけて須恵町大字上須恵で焼
かれた磁器です。幕末の11代藩主黒

くろ

田
だ

長
なが

溥
ひろ

の代に「磁器御用窯」となりました。
　絵　画：その時々の作家の秀作が展示されています。

【企画展】
　１階は期限を設けて、数々の展示が行われます。
筆者が訪問したときには、九州産業大学造形短期大
学部の大判サイズの写真が展示されており、山笠関
連の美しく高解像度の作品に感激しました。

【その他】
　町内の幼児園、小・中・高校や、町外の大学などと
連携し、多彩なアート（ワークショップ、音楽、演劇）
に触れられる場として、地元の人に親しまれています。
　北九州市や大川市にくらべ、人口２万８千人の小
さな須恵町がもつ公設美術館として、福岡県内では
その存在が際立っています。

館長の荒木照信さん（写真左）と学芸員の山下啓之さん
（写真右）にお話を伺いました。

展示されている須恵焼

所  在  地：須恵町須恵77番地１
電　　話：092‐932‐4987
開館時間： 午前10時～午後５時（ただし、入館は４時30分

まで）
入  館  料：無料（無料駐車場約30台）
休  館  日： 月曜日（休館日が祝祭日の場合は、その翌日）、

盆と年末年始
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平成29年度決算を認定
児玉求議員に対し議員辞職を勧告
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９
月
定
例
会

決
議

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

人
事
案
件

議
会
あ
れ
こ
れ

民生費
35億1571万円
(41.3％)

自主財源
38億5036万円

(43.4％)

自主財源
38億5036万円

(43.4％)

依存財源
49億9113万円

(56.6％)

依存財源
49億9113万円

(56.6％)

教育費
10億9544万円
(12.9％)

総務費
9億2207万円
(10.8％)

衛生費
9億4065万円
(11.1％)

土木費 6億5145万円(7.7％)

公債費 5億6265万円(6.6％)

消防費 4億1361万円(4.9％)

農林水産業費 2億3914万円(2.8％)

諸収入 1億920万円(1.2％)

分担金及び負担金 1億202万円(1.2％)

その他 1億3805万円(1.5％)

使用料及び手数料 2億3359万円(2,6％)

繰越金 3億2044万円(3.6％)

町税 29億4703万円(33.3％)

町債 6億6197万円(7.5％)

地方交付税 
19億4539万円(22.0％)

地方消費税交付金 4億6526万円(5.3％)

国・県支出金 
17億6702万円(20.0％)

その他 1億5147万円(1.8％)

その他 4915万円(0.6％)

議会費 1億1193万円(1.3％)

歳出
（目的別）
85億183万円

歳入
88億4149万円

平成 29年度一般会計決算
対前年度比　歳入 1.6％減  歳出 1.8％減
歳入では、住民税や固定資産税、軽自動車税の税収
が伸びました。歳出では、28 年度に比べ公共施設
の整備など大きな事業が少なかったため普通建設事
業費は減額となっています。
財政調整基金は、一般会計繰入のための取り崩しは
なく、積立総額は 28 年度から約 2330 万円増えて
います。

城山１丁目
田中 かずこ さん

城山６丁目
魚住 季雄 さん

裏のため池が心配で避難
しました。役員の方々の
対応は大変良かったです。
広々と使いやすい避難所
が近くにあり安心です。

９
月
定
例
会

急な避難で何を持って行ったら良
いのか分かりませんでした。床が
固くあまり寝付けなかったので、
マットのようなものがあれば良

かったです。今後の予算で検討し
ていただけたら嬉しいです。
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９
月
定
例
会

決
議

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

人
事
案
件

議
会
あ
れ
こ
れ

９月
定例会

　平成30年第３回定例会は、９月４日から14日までの11日間で行われ、審議の結果、提案
された議案20件は、原案のとおり認定・可決・同意しました。また、諮問（人権擁護委員
の推薦）について賛成し、議員提案の意見書１件を可決しました。

平成29年度各会計の決算状況および議決結果

会　計　区　分 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額 議決結果

一　般　会　計 88億4149万円 85億183万円 3億3966万円 賛成多数で認定

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 36億2805万円 36億2264万円 541万円 賛成多数で認定

後 期 高 齢 者 医 療 3億2234万円 3億651万円 1583万円 賛成多数で認定

公 共 下 水 道 事 業 10億5443万円 10億4180万円 1263万円 全員賛成で認定

農 業 集 落 排 水 事 業 7926万円 7628万円 298万円 全員賛成で認定
水
道
事
業

会
　
　計

収 益 的 6億5727万円 5億3997万円 １億1730万円
全員賛成で認定

資 本 的 ２億1171万円 ３億4237万円 △1億3066万円
すべてのページにおいて、金額は１万円未満を切り捨てています。

平成29年度一般会計決算　歳出総額85億183万円

人口増で税収微増

城山５丁目
辻 静雄 さん

　今年７月の豪雨では、町内全域に避難
勧告が出され、各地区において避難所が
開設されました。
　今年３月に完成したばかりの城山防災会
館においても、たくさんの住民の方々が避
難され、不安な一夜を過ごされました。

城山防災会館総工事費
約９，８０６万円

城山区長
釜屋 聖文 さん

今回の避難者の対応はスムーズに
できました。避難した方々の不安
や緊張を少しでも取り除けるよう
気をつけました。食事の提供も行
ないましたが、台所も使いやすく、

みなさん喜んでいました。

９
月
定
例
会

今回の豪雨で、自分の家が土砂災
害警戒区域にあたる事を知り、急
いで避難しました。歩いて行ける
ところに避難所ができて良かった
です。今まであまり関心がありま
せんでしたが、今後は十分に注意

して行動したいと思います。
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９
月
定
例
会

決
議

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

人
事
案
件

議
会
あ
れ
こ
れ

一
般
会
計

　
実※
１
質
収
支
は
３
億
３
９
６
６
万

円
。
８
年
連
続
の
黒
字
決
算
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
力
を
示
す
財※
２

政
力
指

数
は
０・
５
９
５
と
４
年
連
続

で
上
昇
し
て
い
る
。
経※
３

常
収
支

比
率
は
86
・
７
％
と
、
１・
９

ポ
イ
ン
ト
低
下
（
好
転
）
し

た
が
、
依
然
と
し
て
財
政
構

造
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る
。

　
自
主
財
源
は
１・
３
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
町

税
が
伸
び
た
も
の
の
、
繰
入
金

や
諸
収
入
が
減
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

徴
収
事
務
の
強
化
対
策
に
よ
り

町
税
徴
収
率
は
改
善
し
て
い
る
。

　
行
財
政
運
営
は
高
く
評
価

で
き
る
が
、
国
・
県
の
財
政

対
策
も
う
ま
く
活
用
し
、
今

後
の
町
独
自
の
財
政
運
営
に
努

力
邁ま
い

進し
ん

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
１
人
当
た
り
の
療
養
諸
費
額
、

保
険
者
負
担
額
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
今
後
、
徴
収
率
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
療
費
削
減
の

総
合
的
な
事
業
の
実
施
を
行
い
、

町
民
に
日
頃
か
ら
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
行
政
の
取
り
組
み

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
公
共
下
水
道
普
及
率
は
約
83
％

と
年
々
進
ん
で
い
る
が
、
町
全
域

に
行
き
届
く
に
は
ま
だ
時
間
を
要

す
る
。
処
理
区
域
外
に
つ
い
て
は
、

公
平
性
を
考
慮
し
、
浄
化
槽
等
設

置
の
補
助
金
の
取
り
ま
と
め
を
急

が
れ
た
い
。
ま
た
、
延
伸
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
金
頼
り
に
な
ら

ぬ
よ
う
綿
密
な
計
画
が
必
要
で
あ

る
。

須
恵
町
監
査
委
員

 

吉
松 

辰
美

 

合
屋 

伸
好

監
査
委
員
の
意
見
書
（
要
旨
）

行
財
政
運
営
を
評
価

予
算
の
執
行
・
関
連
事
務
処
理
は
適
正

※１. 実質収支…収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっている財源を差し引いたもの。
※２. 財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指標。１に近いほど財源に余裕があるといわれている。
※３. 経常収支比率…財政構造の弾力性を示す指標。比率が低いほど財政構造に弾力性があることを示す。

吉松監査委員合屋監査委員

平成29年度
決算審査

財政は
健全

その他の

議 案
９ 月 定 例 会

窓
口
を
利
用
し
や
す
く

庁
舎
一
階
窓
口
改
修
業
務
委
託
料

歳
出
　
３
２
０
０
万
円
増
額

　
庁
舎
一
階
窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
案
内
板
、
授

乳
室
な
ど
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

整
備
し
ま
す
。

　
町
民
目
線
で
わ
か
り
や
す
く
、
迷
う
こ
と
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
で
き
る
な
ど
、
や
さ
し
い

窓
口
を
目
指
し
ま
す
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

　「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
意
味

し
、
年
齢
や
性
別
、
障
害
の
有
無
、
体
格
、
国
籍

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

わ
か
り
や
す
く
、
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
。

市
場
た
め
池
の
改
修

市
場
た
め
池
改
修
工
事
請
負
費

歳
出
　
２
３
０
０
万
円
増
額

　
堤
体
保
護
の
た
め
の
張
り
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
と
山

林
か
ら
の
土
砂
流
入
に
よ
る
浚し
ゅ
ん渫せ
つを
行
い
ま
す
。

　
護
岸
部
が
経
年
劣
化
と
波
打
ち
に
よ
る
侵
食
を

受
け
て
お
り
、
ま
た
、
過
去
の
大
雨
等
に
よ
る
堆

積
土
で
池
の
貯
留
量
も
減
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
、
堤
体
に
影
響
を
与

え
、
池
自
体
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
た
め
、
実
施
す

る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
４
７
５
７
万
円
を
追
加

総
額
　
82
億
３
６
０
９
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

流入した土砂

護岸の侵食

９
月
定
例
会
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９
月
定
例
会

決
議

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

人
事
案
件

議
会
あ
れ
こ
れ

福岡県介護保険広域連合の処理する事務の変更及び福岡県介護保険広域連合規約の変更
（県から保険者へ指定権限が移譲されたことに伴う事務の変更など） 全員賛成で可決

須恵町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定
（災害時の円滑かつ迅速な避難支援等の実施のため） 全員賛成で可決

須恵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
（幼保連携型認定子ども園以外の認定子ども園の事務権限移譲〈指定都市へ〉） 全員賛成で可決

須恵町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
（家庭的保育事業者の連携施設の確保の緩和措置と食事の外部搬入を可能とする） 賛成多数で可決

須恵町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
（支援員の教員免許状を更新していない場合の取扱いと実務経験者の対象拡大） 賛成多数で可決

その他の採決結果

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起
を求める意見書
（国会において、日本国憲法について活発かつ広範な
議論を推進するとともに、国民的議論を強く求める）

提出議員　合屋 伸好
賛成議員　猪谷 繁幸

意 見 書 （ 議 員 発 議 ）

関 係 機 関 へ 意 見 書
を 送 付 し ま し た 。

その他補正予算（平成30年度）
会計区分 補 正 額 予算総額

特
別
会
計

国民健康保険 758万円 30億3856万円

後期高齢者医療 245万円 3億2845万円

平成30年度須恵町一般会計補正予算
1200万円を追加
総額　80億8851万円

　各地で記録的な猛暑が続き、熱中症による緊急
搬送が増加しました。
　そこで小中学校においても、空調設備を設置し
学校施設の環境改善が急務となっています。

小中学校空調設備設置工事設計業務委託料

　今回、設置工事に対する国の補助金が前倒しに
なり、早急に実施設計の完了が必要となったた
め、増額補正となりました。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

【
制
定
の
目
的
】

　
災
害
対
策
基
本
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
災
害

に
際
し
、
初
期
防
災
活
動
等
を
行
う
自
主
防
災
組

織
の
育
成
等
を
図
り
、
町
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
そ
の
安
全
を
確
保
す

る
。

Q  

自
主
防
災
組
織
は
全
区
に
設
立
し
て
も
ら
う

の
か
。

A 

（
総
務
課
長
）

 
 

全
て
の
区
が
対
象
で
、
区
長
会
で
設
立
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
配
付
し
て
い
る
。
規
約
や
計
画

の
策
定
の
相
談
窓
口
は
総
務
課
と
な
っ
て
い

る
。

Q  

き
ち
ん
と
説
明
会
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

A 

（
総
務
課
長
）

 
 

希
望
が
あ
れ
ば
対
応
し
、
随
時
行
な
っ
て
い

る
。

須
恵
町
自
主
防
災
組
織
の
育
成
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

Ｑ
＆
Ａ

９
月
定
例
会

賛成多数可決

全員賛成可決
第３回

平成 30年８月 21日

臨　時　会

全員賛成可決
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児玉求議員に対し 　議員辞職を勧告
９月 14日の本会議において、「児玉求議員に対する議員辞職　　勧告決議案」についての動議（提出議員：猪谷繁幸議員、
賛成議員：白水勝元議員）が出され、審議しました。
議長及び除斥対象となる児玉求議員を除く 12名による採決　　 の結果、賛成多数で可決され、辞職勧告を決議しました。

賛 成
■田ノ上 真 議員
　議論を交わして町政に貢献していくとい
うことである以上、意見の相違は大いに結
構なことだと思っている。
　しかし、ルールと制度にのっとり議会を
運営しているので、何でも言いたい放題と
いうわけにはいかない。
　１年生といっても、もう４年目で素人で
はない。
　今に至ってこの辞職勧告決議が出るとい
うのは、むしろ遅かったのではないかと思
う。

■松山 力弥 議員
　同じ佐谷区の同僚としてできる限りのこ
とを教えてきたが、全くその甲斐なくこの
ような事になっている。
　過去に退場の動議が出され、退場になっ
たが一向に更生しない。
　先輩方が作ってきたこの須恵町議会の品
位を落としている。

辞職勧告決議とは？
　議員などの辞職を勧めることを内容とし、議
会として意思表明することをいいます。議会と
しての意思決定に過ぎないため、法的拘束力は
ありません。

動議とは？
　会議の進行または手続きに関し、議員から議
会（委員から委員会）に対してなされる提議であ
り、議会または委員会の議決を得るべきものの
ことをいいます。

反 対
■原野 敏彦 議員
　１期生ということで色々勉強されながら
議員として活動して来られたのだと思う。
　刑事事件を起こしたわけでもなく、来年
４月の改選もある。
　そのような中で辞職を勧告するというの
は、ちょっと厳しいのではないかと思う。

■世利 孝志 議員
　１期生ということで勉強不足もあるが、
議会を無視したということではない。
　これだけ議会で拒否されたという事につ
いて、本人も重く受け止めていると思うの
で、辞職勧告というよりも、指導という形
で良いのではないかと思う。

討論
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児玉求議員に対し 　議員辞職を勧告
９月 14日の本会議において、「児玉求議員に対する議員辞職　　勧告決議案」についての動議（提出議員：猪谷繁幸議員、
賛成議員：白水勝元議員）が出され、審議しました。
議長及び除斥対象となる児玉求議員を除く 12名による採決　　 の結果、賛成多数で可決され、辞職勧告を決議しました。

決議文は下記のとおりです。（原文のまま）
児玉求議員の９月定例会での主な問題行動

児玉求議員に対する議員辞職勧告決議

　表題の件、以下の事由により児玉求議員に対
し議員辞職を勧告する。

記
（理由）
　平成30年９月10日の第３回定例会一般質問に
おいて、児玉求議員は、議長の注意に従わず、
逆に食ってかかる態度を示し、町長の答弁で既
に回答のあった事項についても質問を繰り返す、
議会運営委員会において、既に質問を却下され
た質問案を、報告と称して述べようとするなど、
議会を成立させるルールを顧みない振る舞いは、
議会軽視も甚だしいものがある。
　児玉議員の身勝手な振る舞いは今回に限った
ことではなく、当選以来、毎回の本会議で繰り
返されてきたものであり、議長、同僚議員の注
意も効果はなく、回を重ねてきた。議会のルー
ルを守れない議員に、これ以上、議会議員を続
けさせることは困難と言わざるを得ない。
　よって児玉求議員は、自らの意思で議員を辞
職するよう勧告する。

以上決議する。
平成30年９月14日

須恵町議会

● 決算審査特別委員会において、しばし
ば声を荒げ自説を主張した。

● 文教厚生委員会において、委員長の注
意に従わず声を荒げ発言停止処分を受
けた。

● 調査と称し、事前の連絡もなく休日の
中学校に押しかけ、たまたま出勤して
いた教諭に無理を通し、校舎内に入っ
た。これは、議員の権力行使として非
常識であり、社会人としても非礼極ま
りない行為である。

● 執行部に対する資料請求を議長の許可
なく強要し、即日に回答文書を求めた。
これは、執行部の業務を停滞させる行
為であり、議員は慎まなければならない。

　非常に残念であり、私としては辞職勧告
される理由はない。
　どの議員よりも町民のために頑張ってき
たという自負がある。
　勉強不足はあるが、今後も町民のために、
選ばれた議員として邁

まい

進
しん

し活動していく。

児玉求議員の弁明
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1
健
康

ま
ち

答弁中の平松町長

づ
く
り

想
法
に
よ
る
認
知
症
予
防
対
策
に
つ

い
て
の
研
究
検
討
を
進
め
る
こ
と

は
、意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
町
長
の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
ま

す
。

　
回
想
法
は
、
認
知
症
予
防
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
は
良
い
と

思
い
ま
す
。
認
知
症
リ
ス
ク
要
因

の
一
つ
と
し
て
「
人
と
の
関
わ
り

が
少
な
い
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、

年
齢
を
重
ね
る
と
活

動
範
囲
が
狭
ま
り
、

高
齢
者
の
引
き
こ
も

り
も
増
え
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、

須
恵
町
で
は
早
く
か

ら
介
護
予
防
事
業
と

し
て
、
行
政
区
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
わ

く
わ
く
デ
イ
サ
ロ
ン

を
実
施
し
て
い
ま

認
知
症
予
防
に
回
想
法
は

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性
は

現
事
業
の
中
で
対
応

﹁
暮
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂
の
一
部
に

田ノ上 真  議員

　
少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
委
員

会
研
修
で
、
北
名
古
屋
市
で
実
施

さ
れ
て
い
る
認
知
症
予
防
対
策「
思

い
出
ふ
れ
あ
い
事
業
」
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
高

齢
者
が
若
い
こ
ろ
の
思
い
出
を
振

り
返
り
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
回

想
法
を
活
か
し
た
も
の
で
す
。

　
幸
い
に
も
須
恵
町
は
、
歴
史
民
俗

資
料
館
に
過
去
の
文
物
を
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
こ
の
資
料
を
活
か
し
、
回

　
同
時
期
の
研
修
で
、
三
重
県
名

張
市
の
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
須
恵
町
は
、
教
育
を
基
盤
に
し

た
「
教
育
の
た
め
の
町
づ
く
り
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
発
展
さ
せ
、

全
国
で
も
最
先
端
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
同

市
に
お
い
て
は
、
交
付
金
に
よ
る

「
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
校
区

ご
と
に
福
祉
・
介
護
・
健
康
事
業

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
須
恵
町
で
の
当
事
業
実
施
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
検
討
に
値
す
る

や
否
や
、
町
長
の
ご
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　
本
町
は
、
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
ら
、
名
張
市
は
、
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

根
本
的
に
規
模
や
目
的
が
異
な
り

ま
す
。
本
町
で
は
、
福
祉
の
み
な

ら
ず
、
行
政
分
野
の
す
べ
て
を
包

含
し
た
「
暮
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の

一
部
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

問

問

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、
編集は行っていません。

ここが 聞 きた い！

答
平
松
町
長

答
平
松
町
長

す
。
体
操
や
陶
芸
な
ど
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
外
に
出
て
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た

り
、
い
ろ
ん
な
事
に
興
味
を
持
っ

た
り
、
身
体
や
脳
を
使
う
こ
と
で

認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
価
値
も

ふ
ま
え
て
社
会
教
育
課
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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2

　
二
世
代
、
三
世
代
の
家
族
が
楽

し
い
行
事
を
快
適
に
過
ご
す
た

め
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社

会
に
備
え
て
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋

式
ト
イ
レ（
温
水
便
座
付
）に
改
築

を
要
望
し
ま
す
。

　
本
町
の
人
口
は
平
成
30
年
７
月

末
で
２
８
，
４
３
８
人
。
50
歳
以

上
の
成
人
は
１
１
，
６
９
８
人
、

人
口
の
41
％
に
な
り
ま
す
。
女
性

が
６
，
３
６
８
人
、
男
性
が
５
，

３
３
０
人
、
女
性
は
１
，
０
３
８

人
多
く
な
り
ま
す
。

　
運
動
会
等
多
数
の
住
民
が
一
同

に
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
時
、
和
式

ト
イ
レ
は
利
用
し
づ
ら
い
と
の
声

が
あ
り
ま
す
。

順
次
進
め
て
い
る

問

施
設

児玉 求  議員

公
共
施
設
、
学
校
の
ト
イ
レ
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
和
式
か
ら
洋
式
へ
改
築
へ

○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に
ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

　
こ
れ
ま
で
も
公
共
施
設
及
び
学

校
の
大
規
模
改
修
工
事
等
に
合
わ

せ
て
和
式
を
洋
式
に
改
修
す
る
工

事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
町

の
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
設
置
率
は

52
・
9
％
で
、
全
国
平
均
よ
り
9
・

6
％
、
県
平
均
よ
り
4
％
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
第
一
小
・
東
中
学
校
の
保
護
者

か
ら
更
な
る
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置

要
望
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

東
中
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
大
規

模
改
修
工
事
で
20
カ
所
を
洋
式
ト

イ
レ
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第

三
小
学
校
で
は
本
年
度
か
ら
３
年

計
画
で
28
カ
所
を
洋
式
ト
イ
レ
に

す
る
予
定
で
す
。

　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
緊
急

の
改
修
工
事
が
あ
る
な
ど
、
後
回

し
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
財

政
事
情
を
勘
案
し
な
が
ら
順
次
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ト
イ
レ
の
件
は
、
以
前
か
ら
質

問
が
あ
っ
て
お
り
真
摯
に
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
優
先
順

位
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
決
め
る

こ
と
で
す
。

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
か

ら
考
え
る
と
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
公
共
施
設
、
ま
た
、
保

健
衛
生
上
の
観
点
か
ら
中
学
校
の

女
子
ト
イ
レ
に
は
、
温
水
洗
浄
便

座
完
備
の
洋
式
ト
イ
レ
を
優
先
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答
平
松
町
長

答
安
河
内
教
育
長
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3
ま

づ
ち

く
り

答弁中の平松町長

　
短
期
的
・
長
期
的
な
計
画
内
容
、

展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
今
後
は

地
域
課
題
解
決
型
の
シ
ス
テ
ム
に

　
６
月
議
会
の
町
長
所
信
に
お
い

て
、
３
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
暮

ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
推
進
し

て
い
く
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
状
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う

進
化
さ
せ
付
加
価
値
を
つ
け
て
い

く
の
で
す
か
。
何
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
最
終
的
に
は
ど
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿
・
在
り
方
を
目

指
す
の
で
す
か
。

問

今村 桂子  議員

町 政 を 問 う !

　
各
小
学
校
区
で
抱
え
る
諸
問
題

を
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
区
で
解
決

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
迅
速

に
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く

「
地
域
課
題
解
決
型
」
の
新
し
い

シ
ス
テ
ム
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
校
区
内
の
簡
易

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
高
齢
者
の
安

否
確
認
な
ど
の
高
齢
者
福
祉
、
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
、
ま
た
、
役
場
ま
で
行
か
な
く

て
も
対
応
で
き
る
子
育
て
支
援
の

実
質
的
な
運
営
、
福
祉
・
税
務
・

公
共
事
業
等
の
相
談
窓
口
を
考
え

て
お
り
、
小
学
校
区
を
リ
ト
ル
ガ

バ
メ
ン
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
事
業
別
の
組

織
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
集
合

体
が「
暮
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ま
ち
づ

く
り
課
内
に
副
町
長
を
ト
ッ
プ
に

捉す

え
た
「
地
方
創
生
推
進
室
」
を

設
置
し
、
暮
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
事
業
推

進
を
主
目
的
に
事
業
展
開
を
図
り

ま
す
。
来
年
度
中
に
計
画
を
策
定

し
、
32
年
度
か
ら
第
三
小
学
校
区

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
調
査
研
究

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
残
り
の

二
校
区
に
つ
い
て
も
順
次
移
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
平
松
町
長
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な
い
生
活
環
境
を
作
る
の
も
行
政

の
責
務
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

比
較
的
走
り
や
す
い
道
路
で
の
運

行
ル
ー
ト
が
多
く
、
公
共
交
通
機

関
と
の
乗
り
継
ぎ
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
の
町

長
の
お
考
え
は
。

高
齢
者
運
転
に
よ
る
事
故
対
策
は

返
納
者
に
助
成
な
ど

　
７
月
末
時
点
で
の
町
人
口
は

２
８
，
４
３
８
人
で
、
70
歳
以
上

は
５
，
０
９
６
人
、
比
率
は
17
・

92
％
に
上
り
ま
す
。
27
年
度
か
ら

比
較
す
る
と
、
毎
年
約
１
％
高
齢

化
が
進
み
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
見

て
も
高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
運
転

事
故
が
多
く
、
人
命
に
か
か
わ
る

重
大
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
自
家
用
車
の
運
転
に
頼
ら

問

松山 力弥  議員

4 一/般/質/問 町 政 を 問 う !

福
祉

　
確
か
に
、
町
の
公
共
交
通
は
満

足
の
い
く
形
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
西
鉄
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
は
い
ず
れ

も
民
間
企
業
で
経
営
に
関
わ
る
こ

と
で
も
あ
り
、
本
町
が
今
ま
で
以

上
の
財
政
負
担
を
行
え
ば
便
数
を

増
や
す
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
Ｊ

Ｒ
に
関
し
て
は
須
恵
町
だ
け
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
守

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
75
歳

以
上
の
方
々
の
免
許
証
返
納
制
度

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
実
施

し
て
い
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」

の
交
付
を
準
用
し
、
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
に
初
乗
り
基
本
料
金
を
助

成
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
免
許
証
を
返
納
し
や
す

い
よ
う
制
度
を
整
え
、
来
年
度
か

ら
施
行
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
バ
ス
の
小
型
化
を
図

り
、
狭
い
場
所
や
山
間
部
、
交
通

不
便
地
域
を
で
き
る
限
り
細
や
か

に
運
行
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
地
域
公
共
交
通
協
議

会
と
の
調
整
を
図
り
、
で
き
れ
ば

来
年
度
中
に
実
現
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答
平
松
町
長
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８
月
17
日
（
金
）
生
活
環
境
の
改
善
と
豊
か
な
水
環
境
を
次
世
代
に
残
す
た
め
、
所
管

事
務
調
査
と
し
て
、
多
々
良
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
始
め
３
施
設
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

多
々
良
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

五
ケ
山
ダ
ム

山
口
調
整
池

　
須
恵
町
を
含
む
糟
屋
郡
６
町
で
構

成
さ
れ
、
平
成
６
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
町
で
排
出
さ
れ
た
、
し
尿
や
生

活
排
水
を
終
末
処
理
場
に
集
め
、
高

度
な
方
法
に
よ
り
処
理
し
、
き
れ
い

な
水
と
し
て
多
々
良
川
に
放
流
し
て

い
ま
す
。

　
生
活
排
水
で
は
、
野
菜
く
ず
、
食

べ
残
し
、
油
や
シ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な

揮
発
性
の
高
い
薬
品
な
ど
、
ま
た
ト

イ
レ
に
は
、
水
に
溶
け
な
い
新
聞
紙

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ビ
ニ
ー
ル
く
ず
な

ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要

で
す
。

豊
か
な
水
を
次
世
代
に

　
昭
和
53
年
の
大
渇
水
を
契
機
に
計

画
さ
れ
、
平
成
24
年
度
着
手
、
本
年

３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
総
貯
水
容
量
４
０
２
０
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
南
畑
ダ
ム
の
上
流
に

位
置
し
、
洪
水
対
策
と
渇
水
対
策
を

主
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
筑
紫
野
市
山
口
に
あ
る
こ
の
調
整

池
は
、
筑
後
川
の
水
量
低
下
や
施
設

の
点
検
等
で
通
水
で
き
な
い
場
合
な

ど
に
備
え
た
予
備
水
源
と
し
て
、
平

成
10
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
五
ケ
山
ダ
ム
と
共
に
福
岡
地
区
水

道
企
業
団
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
企

業
団
に
約
６
割
の
上
水
を
依
存
す
る

私
達
の
町
に
直
接
関
係
す
る
施
設
で

す
。

　
森
林
や
河
川
の
環
境
保
全
が
重
要

で
あ
る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

委員会レポート

試験湛
たん

水
すい

中の五ヶ山ダム
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７
月
27
日
（
金
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
の
ひ
と
こ
ま

主
な
内
容
は

事
務
調
査
を
終
え
て

委員会レポート

　
オ
イ
コ
ス(

地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー)

１
階
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ム
は
、
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
講
師
の
呼
び
か
け
に
、
元
気
い
っ

ぱ
い
手
を
あ
げ
た
り
、
立
ち
上
が
っ
て

背
伸
び
を
し
た
り
。
お
絵
描
き
が
始

ま
る
と
楽
し
そ
う
に
描
い
て
い
ま
す
。

集
中
し
て
い
る
子
も
い
れ
ば
、
お
話

し
し
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
の
び
の

び
し
て
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
す
。

　
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
快
適
な
室
内

で
、
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
過
ご

す
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
安
心
で

き
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
須
恵
町
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
留
守

家
庭
で
日
中
保
育
で
き
な
い
保
護
者

に
代
わ
り
、
児
童
の
保
護
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
子
育
て
支
援
事
業

で
、
公
益
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
か
ら
始
ま
っ
た
本
事
業

は
、
本
年
で
３
年
目
で
す
。
国
と
町

か
ら
の
補
助
金
に
、
利
用
者
の
保
育

料
を
併
せ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
、夏
、冬
休
み
に
行
わ
れ
て
お
り
、

本
年
の
夏
休
み
の
参
加
者
は
63
人
で

し
た
。
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

須
恵
っ
子
ル
ー
ム

　
期
間
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
工
夫
を

凝
ら
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
飽
き
な

い
よ
う
に
ゲ
ス
ト
も
充
実
し
て
い
ま

す
。

　
須
恵
レ
ク
の
会
を
は
じ
め
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
や
、
須
恵
高

校
生
と
の
交
流
会
、
有
名
企
業
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
も
お
願
い
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
室
内
は
、
一
人
一
人
に
荷
物
ボ
ッ

ク
ス
が
あ
り
、
整
理
整
頓
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
弁
当
と
お
茶
は
持
参
で
す

が
、
お
や
つ
は
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
、
観
測
史
上
最
高
な

る
言
葉
が
頻
発
す
る
酷
暑
で
し
た
が
、

気
温
だ
け
で
な
く
天
候
も
激
し
い
も

の
で
し
た
。
そ
の
中
で
の
視
察
で
し

た
が
、
本
事
業
は
安
心
で
き
る
取
組

を
行
っ
て
い
る
と
確
認
で
き
る
も
の

で
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
さ
ら
に

充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
議

会
と
し
て
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文教厚生委員会

子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
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森林環境税創設に向けて
　平成 30 年７月 19 日、埼玉県秩父市で開催さ
れた「全国森林環境税創設促進議員連盟　第 25
回定期総会」に参加しました。
　地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵

かん
養
よう
、

土砂災害防止、自然環境の保持など、森林がもつ
公益的機能は非常に重要であり、これを維持しな
ければなりません。
　しかし、近年森林を有する市町村では、森林の
整備や保全、資源の有効利用促進等のための恒久
的・安定的な財源の確保は、大幅に不足している
状況です。
　この連盟は、その財源の確保、また森林機能を
保持していくため、税制改正により、森林環境税（仮
称）及び森林環境譲与税（仮称）創設の目的に賛
同する市町村議会をもって組織されています。

　現在この連盟には、354の市町村議会が加入し
ています。
　須恵町議会も、森林を保有する町として、連盟
が掲げる目的に賛同し、平成 29年度に加入しま
した。
　昨年度の九州北部豪雨災害に続き、今年の西日
本豪雨災害など、自然環境の変化が起因する災害
により、町民の生命、財産が危険にさらされる事
態が多く発生しています。
　このような事態とならないよう未然に防止する
ため、連盟の活動を通し、全国の首長で組織され
る「全国森林環境税創設促進連盟」との連携を図
りながら、国会等への働きかけを行っていきたい
と思います。

中
なか

嶋
しま

　裕
ゆう

史
し

氏（乙植木区・70歳）
須恵町表彰条例に基づき推戴され、議会が同意しました。
町長を４期16年努められ、その間、町の発展に尽力され
ました。

東
とうごう

郷　行
いくみ

美氏（藤浦区・66歳）
任期満了に伴い再任

大
おおつか

塚　信
のぶお

夫氏（西原区・64歳）
任期満了に伴う後任

任期　平成31年１月１日～平成33年12月31日

人事案件の審議結果
自治功労者の推

すい

戴
たい

全員賛成

同意同意

諮問の審議結果
人権擁護委員の推薦

全員賛成

賛成賛成
貝
かいばら

原　雅
まさとし

俊氏（佐谷区・67歳）
任期満了に伴い再任
任期　平成30年10月１日～平成33年９月30日

印
いんとう

藤　早
さなえ

苗氏（旅石区・46歳）
任期満了に伴い再任
任期　平成30年10月１日～平成34年９月30日

須恵町固定資産評価審査委員会委員の選任

須恵町教育委員会委員の任命

全員賛成

同意同意

全員賛成

同意同意

須恵ダム

http: / /polyworks. jp
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９
月
定
例
会

決
議

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

人
事
案
件

議
会
あ
れ
こ
れ

議
会
あ
れ
こ
れ 次の定例議会は

12 月６日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される方
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

ホームページで本会議の
会議録を公開しています。

平成 23 年以降の
会議録を掲載しています。
ぜひご覧ください。

　須恵町議会　須恵町議会　須恵町議会 検索検索検索

　議会傍聴者に記入いただくアン
ケートは、議会運営の参考にする
ため、議員が閲覧しています。
　昨年は、初めての方や複数回傍
聴された方など、39 名の方に率
直な意見をいただいています。
　このアンケートを拝見すること
で、町民の代表機関である議会を
町民の視点でどう見ているのか再
認識できます。

　特に傍聴者が多い一般質問時
は、議員の質問や町執行部の答弁
の中身に踏み込んだ感想や要望も
記入されています。
　議員個人に向けた意見も数多く
あり、その中から傍聴者の厳しい

「生のこえ」をあえて紹介いたし
ます。

・ 質問に深まりがない、事前の勉
強が足りないのではないか

・ 町民にわかるような質問の仕方
をしてほしい

・ なにを質問したいのかわかりにくい
・ 一般質問者が少ない
・ 議会のルールを熟知していない

し議員の資質を疑う
・ 他地域の例を話す前に、須恵町

のことをもっと勉強してほしい
・ 質問が長すぎる、傍聴者にわか

りやすいよう簡潔にお願いしたい
・ 一般質問は、調査したこと全部

を発表する場ではない
・ 権利ばかりの主張では伝わらない
・ 議員の質問内容や質に格差を感

じた
・ 議員は「ただ聞いただけ」では

なく、もっと事実関係、真偽を
調査するべき

・ 答弁済みの質問を再質問し、時
間が無駄であった

・ 議会と執行部が少し仲良くなり
すぎる面もある

・ 町では対応できない国や県に依
頼すべきものを質問するのはど
うかと感じた

・ もっとしっかりした議員を選ば
なければと反省した

・ 一般質問の中、他議員の私語が
多く、小さなしゃべり声が傍聴
席まで聞こえる

　議員は、いつどこでも議員の資
質を問われていると感じます。
　住民の気持ちをくみ、付託に応
えるために、いかに町の課題につ
いて問いただせるか。これは議会
というルールの中で、議員個人の
知識や論理的な質問能力を向上さ
せ、的確に問うことが必要と考え
ます。
　今後も真摯に意見を受け入れ、
町民にとってよりわかりやすい議
会運営を心がけていきます。

議長通信

続！傍聴者のこえ

末
すえまつ

松　孝
たかなり

成くん （小６ ・ 一番田区）
　末松くんは、相撲競技において、須恵
町体育協会主催少年相撲大会や町を代表
して出場する郡大会等で優秀な成績を収
められ、その功績に対し表彰しました。

平成30年９月24日表彰

須恵町議会議員スポーツ連盟より表彰

三⻆ 良人  議長


